
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２８年度「関東ローバームート」 
実施報告書 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作成：関東ローバームート実行委員会 
 



１．目的に対する評価反省 
 
◎目的 
　関東ブロックを中心とするローバースカウト同士の親睦を深め、活動のヒントを得る。ま

た、「世界スカウトムート」や「RCJフォーラム」など今後のローバー活動につながるイベ

ントとする。 
 
◎評価・反省 
　関東ブロックのみならず、全ブロックから約４０名の参加者が集まったことで、期間中は

十分な交流が図れていたと考える。事後アンケートを参照しても、目的の達成度は高いと感

じる参加者が多いことが分かる。全体的な満足度も高く、本事業は成功したと見て良いと考

える。反省点として、「ムート」と銘打っていることもあり、野営生活の要素をもう少し増

やすべきであったことが挙げられる。 
 
 
２．実行委員名簿 
  

氏名 担当 所属 備考 

山岸　野明 実行委員長・ 
プログラム 

神奈川連盟横須賀第4団   

高木　勇輔 献立・安全 東京連盟清瀬第3団 当日欠席 

草間　明浩 健康・安全 埼玉県連盟草加第3団   

保田　恵里香 健康・安全 栃木県連盟宇都宮第15団   

助川　菜々子 会計・備品 茨城県連盟日立第5団   

加藤　勇太 プログラム 群馬県連盟高崎第11団   

梶原　那王 プログラム 栃木県連盟足柄第7団   

  

 



３．参加者名簿 
 

所属県連盟 所属団 氏名 

東京 中野第8団 沼上志帆 

 杉並第11団 西村福太 

 杉並第9団 望月海 

 杉並第3団 内田椋太 

 昭島第1団 木村 直登 

埼玉 戸田第1団 橋場諒 

 入間第４団 寺島早紀 

 川口第1団 四至本鈴香 

 伊奈第1団 細井 桃花 

 東松山第1団 戸田 直宏 

 久喜第1団 木村 祐介 

 越谷第1団 野上俊介 

 熊谷第2団 泉田 駿 

 東松山第1団 高橋 栞 

茨城 日立第6団 高谷詩織 

 日立第8団 藤本佳奈子 

群馬 前橋第５団 香川侑里 

神奈川 藤沢第21団 平子巧 

 横浜第84団 大堀すみれ 

 葉山第1団 鈴木隆大 

 横浜第87団 渡邉亮太 

 藤沢第19団 山野井心 

 横浜第11団 太田 明音 

 鎌倉第2団 後藤雄一朗 

 横浜第83団 和田高志 

宮城 仙台第1団 和田悠佑 

 仙台第1団 深澤 春歌 

愛知 名古屋第87団 池田 章浩 

静岡 沼津第19団 西山あかり 



大阪 茨木第3団 佐坂美月 

山口 岩国第1団 神尾 尚 

長崎 大村第1団 船橋嘉一 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



４．日程 
 
3月3日（金） 

時刻 内容 場所 

12：30～13：50 受付開始 集会場 

14：00～14：30 開会式 カブ広場 

14：30～15：00 オリエンテーション 集会所 

15：20～18：00 野営場奉仕作業 野営場内 

18：00～19：30 鍋パーティー 集会場 

19：30～20：00 後片付け   

20：00～21：00 那須野営場について 集会場 

21：00～22：00 風呂   

22：00～23：00 スタッフ会議 集会場 

23：00 就寝   

  
3月4日（土） 

時刻 内容 場所 

6：00～7：30 朝食準備 調理場 

7：30～8：30 朝食 集会場 

8：30～9：00 朝礼 カブ広場 

9：00～12：00 ローバー活動報告会 
ミニフォーラム 

集会所 

12：00～13：00 昼食 集会場 

13：00～15：00 報告の続き、議論 集会場 

15：30～16：00 料理対決のルール説明 集会場 

16：00～18：00 調理・実食・審査 集会場 

19：00～20：30 キャンプファイヤー 六角堂 

21：00～22：00 風呂   

23：00 就寝   



  
3月5日（日） 

時刻 内容 場所 

6：00～7：30 朝食準備 調理場 

7：30～8：30 朝食 集会所 

8：30～9：00 朝礼 カブ広場 

9：00～10：00 全体ゲーム コース広場 

10：20～11：30 清掃 研修棟 

12：00～12：30 閉会式 カブ広場 

12：30 参加者解散   

15：00 スタッフ解散   

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



５．各プログラムの振り返り 
担当：山岸、草間、加藤、梶原 
＜1日目＞ 
・奉仕作業 
場長の指示のもと、野営場の倒木の処理や竹の伐採作業を行った。怪我もなく無事に終了

し、作業を通して参加者同士のコミュニケーションも図れていたようである。班編成は事前

に組んでいたが、班内以外でも交流を生み出すために奉仕作業のグループは混成とした。結

果として同じ県連盟同士で固まってしまうという反省点がある。改善案として奉仕作業のた

めのチームを編成することが挙げられるが、実際の作業分担や人数配分を場長に確認できる

のは直前なので、難しいと思われる。同じ県連盟で固まるのは多少は許容するべきかと考え

る。 

　  

   
 
・鍋パーティ 
鍋を実行委員会で準備し、参加者に提供した。立食形式で行い、参加者の自己紹介を行っ

た。また、誕生日の参加者へのサプライズでケーキも出した。鍋の味については、参加者か

ら好評をいただいたが、量をもう少し多くして欲しい、というご指摘も頂いた。また、「夕

食が鍋というだけだった」というご指摘も頂いたので、ゲームを実施するなど改善の余地も

ある。 

　  
 



 
＜2日目＞ 
・ミニフォーラム 
有志による活動報告を行ってもらい、その感想や自身の活動にどう生かせるかを各班でシェ

アしてもらった。報告内容は全国ローバースカウト会議に始まり、県ユース、団のローバー

プロジェクトなど多岐にわたった。活動報告の内容に刺激を受けた参加者も多かったよう

で、質問が数多く寄せられた。事後アンケートでも高い評価や肯定的なコメントを多数頂い

た。ただし、班内で話し合う時間を1時間と設定したが、「もっと話し合いたかった」とい

うご指摘も頂いた。また、自身の活動に生かせるようにということに重点を置いたため採択

文は設けなかったが、そのことをしっかりと説明できていなかったことも反省点である。 
 

　  

 
 

   
 
 
 
 
 
 
 



・料理対決 
米料理をテーマに対決を実施した。「創意工夫が試される最高のプログラムだった」、「食

材をドラフト形式で選ぶのが面白かった」など全体的に高い評価を頂いた。後片付けの負担

軽減や薪・かまど使用料の削減のためガスコンロで実施したが、各班とも16時には料理を

完成させていたので楽すぎたかもしれない。屋外で立ちかまどを作成して料理を作ってもら

うべきだった。 

　

 



・キャンプファイア 
各班だけでなく、YSKなど県ユースによるスタンツもあり、大いに盛り上がるキャンプファ

イアであった。内容面での問題点はなかったと考えるが、誘導に手間取り開始時間が若干遅

れてしまったことが反省点である。 

　  
 
・全体ゲーム 
良かった点 
・前泊の段階と前日に場所の下見を行い安全に考慮したルール設定、範囲の設定ができた。 
・安全に留意して活動することができ、けが人等はいなかった。 
・短い時間の間ではあったが、参加者・スタッフ共に楽しめたのではないかと思う。 
・イレギュラーなく、計画通りに進行することができた。 
悪かった点 
・楽しんでもらえたと思うが、直前のルール設定や範囲の設定であったため、凝ったものに

することができなかった。 
　→事前にある程度の案を作成し、それを基に現地で調整していく。 
・被害はなかったものの、棘のある植物や虫等について想定をしておらず、安全管理にかけ

る部分があった。　→事前に想定をし、当日の下見等で現地の様子をよく確認する。 

　  
 



６．献立について 
担当：梶原 
・事前 
廃棄分が出ないように調達量を慎重に検討した。 
また、献立の作成にあたっては調理の簡便さを重視した。 
 
1日目夜 鍋（ちゃんこ、キムチ） 
2日目朝 パン、ハム、レタス 
2日目昼 うどん 
2日目夜 米料理(プログラム) 
3日目朝 パン、ハム、レタス 
 
・実施後 
廃棄分は出なかったが、参加者の一部より量が足りなかった等の声があった。保存性の高い

食品等、予備の食材を準備しておくべきだった。 
5000円の参加費に対して食材費は1500円であり、妥当であったと考えられる。 
計画ではBBQを実施する予定であったが、外気温の関係上中止した。 
 
７．予算 
担当：助川 

＜収入の部＞  

  

参加費　　　　　　　 （参加者一人当たり５０００円） 211,000 

合計 211,000 

  

＜支出の部＞  

  

飲食費 61,581 

宿泊費 108,562 

記念品 16,000 

スタッフ用レンタカー代・ガソリン代補助、 
雑費 24,857 

合計 211,000 

 
 
 
 
 
 



８．事後アンケート 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



＊プログラムへのコメント 

 
 

 



 
 

 
 



 

 

 
 



 
 
＊「他県のRSとの交流」という目標に対する達成度についてのコメント 

 



 

 

 



 

 
 
「全体を通した感想を教えてください」 

 



 

 
 
 
～事後アンケートをうけて～ 
　全体的に高い評価をいただくことができた。特にプログラムは参加者の協力もあり、余裕

を持って進行することができた。一方、「生活面」と「食事面」では低評価も見受けられ

た。「夜遅くまで宿泊部屋で話している参加者がいた」というご意見を頂いたので、それが

表れているものと考えられる。生活についてはローバー年代であることから細かい就寝時間

の設定はしなかったが、最低限の消灯時刻は設定すべきだったかもしれない。また、舎営で

はなく野営の方が良かった、というご意見も頂いた。舎営にした背景は、テントのレンタル

代も含めると野営の方が費用負担が高くなることが挙げられる。テントを各自持参とする方

法も考えられたが、県連盟ごとで参加者数に差があり、事前の調整が困難であると判断した

ため、舎営という選択はベターであったと考える。しかし、野外活動の要素を増やす必要が

あったと考えるので、次年度への引き継ぎ事項としたい。 
　食事に関しては、「料理のクオリティへは高かったが量が少なく感じた」という意見をい

ただいた。経験上、料理は余ると考えたため量をセーブしたが、余ったら次の日の朝食に回

すなどの対策も考えられるため、配慮が不足していたと反省している。 
　その他は肯定的な意見を多数いただいたので、総じて「平成２８年度関東ローバームー

ト」は成功したと考える。今回の反省点を活かし、次年度以降はさらにレベルアップしたっ

ブロック事業が開催されることを祈念する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



編集後記 
 
　はじめに、「平成２８年度関東ローバームート」終了から報告書完成まで多くの時間を費

やしてしまったことに、心からお詫び申し上げます。次期関東ブロック各県代表への本事業

の引き継ぎ資料は作成しましたが、参加者の皆様にお渡しする報告書の作成が難航してし

まったのは、ひとえに実行委員長である私の力不足です。本当に申し訳ありませんでした。 
　報告書を作成しながら、２泊３日の出来事が、本事業で出会った素敵な仲間たちとの思い

出とともに走馬灯のように蘇りました。初日にはどことなくよそよそしかった参加者の皆さ

んが、最終日にはまるで家族のようになっていたのを感慨深く見ておりました。今回の事業

は「県を越えたローバー年代による交流」を目指し、実行委員一同、約９ヶ月の期間をかけ

て準備をしてまいりました。その過程で、手続に関する様々な問題も発生し、関係各位には

様々なご迷惑をかけてしまいました。 
　それらをカバーしきれる結果が導き出せたのかは、私には分かりません。しかし、事後ア

ンケートを見る限りでは、ほとんどの参加者の皆さんが本事業を通して得るものがあった、

参加してよかったと思ってくれているものと思います。閉会式の後に「本当に楽しかっ

た！」「参加して良かった！」と声をかけてくれる方もいらっしゃいました。本事業が皆様

にとって実りあるものとなったなら、実行委員長としてこれほど嬉しいことはありません。

実行委員会を代表し、改めて御礼を申し上げます。本当にありがとうございました。 
　今回の「関東ローバームート」は、一回限りの事業になって欲しくない、と私は考えてお

ります。たとえ名称や場所が変わっても、県を越えたローバー年代の事業を行うことは、本

事業で示した通り非常に大きなメリットがあります。本報告書を執筆中にも、平成２９年度

関東ブロックの各県代表は様々な取り組みを考えてくれていることと思い、今から期待が溢

れています。 
　参加者の皆様、改めまして本当にありがとうございました。また今回の参加者の皆様と出

会えることを心待ちにしております。それでは、閉会式で述べた言葉で本報告書の、そして

「平成２８年度関東ローバームート」の本当の締めくくりとさせていただきます。 
 

サヨナラは言いません。また、会いましょう！ 
 

平成２８年度関東ローバームート実行委員長 
平成２８年度RCJ関東ブロック代表 

山岸　野明 
 

 


